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研究会メンバー

担当理事：黄野吉博

座長：石川芳朗

副座長：江崎浩輔・高橋哲朗

メンバー：大月弘行・三島和子・増田幸宏・折笠秀明・黄野吉博

・荒野てつ也・太田究三郎・小野高宏・石井洋之・大石育三

・加藤洋子・菅沼 勲・杉澤 豊・高橋明彦・永木良明

・深川志津・前田良二・松本新一・森 徳行・正保文彦

・朝倉智・井口洋輔・大須賀健

（２６名、2010年03月11日現在、順不同、敬称略）
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国内外の規格、認証制度関連の鳥瞰イメージ図

ディスラプション

サプライチェーン

国内外規格・
認証制度研究会

企業・政府
・自治体

ＢＣＡＯ

ＢＣＩ
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推進機関

ユーザー組織認証機関認定機関

コンサル機関

第三者監査・認証

顧客自組織サプライヤー

コンサル機関

第二者監査・認証
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ISO22398
訓練・テスト

ISO22320
指揮命令

諸外国規格
・ガイド

国内規格
・ガイド

ＢＣＰ関連規格

ISO31000

ISO Guide 73
ＲＭ関連規格

貢献

標準テキスト
主任テキスト

ＢＣＩ－ＧＰＧ

プロフェッショナル
10項目

推進機関ガイド

継続的改善
ＭＳ－ＰＤＣＡ

外部認証

レジリエンシー
の改善

レジリエンシー
評価基準
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当研究会の目的・目標

研究会の目的：

ディスラプションの調査・研究、サプライチェーンの調査・研究などを通し、利用組
織にとって、レジリエンシーが向上し、役に立つ事業継続規格・ガイドラインのあ
り方を提案する。

２００９年度の目標：

（１）代表的な規格・ガイドの内容趣旨を徹底的に、より深く理解し、規格・ガイドに
関する専門性を高める

（２）ＢＣＡＯ内外組織と情報交流により、規格・ガイドに関する専門性を高める

（３）規格・ガイドとディスラプション及びサプライチェーンの関係を調査・研究し、レ
ジリエンシー向上に効果的な要素を抽出する
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研究会開催実績

２００８年度は７回開催：

・ＢＣＰ事例の情報共有、内外規格の情報共
有を実施、研究テーマのディスカス中心

２００９年度は７回開催：

・ＩＳＯ／ＰＡＳ２２３９９を中心に研究、レジリエ
ンシーとの関連性を検討



特定非営利活動法人事業継続推進機構 研究会活動報告資料
※ 本資料の文責は研究会にあり、BCAO全体の見解ではありません。

Copyright © 200９ BCAO

レビューと今後の方向

有るべき姿：

・ＢＣＰ関連規格の最新情報を把握し、規格の内容を
十分に理解し、必要な組織に情報提供及び指導・支
援に利用している

・ディスラプションやサプライチェーンの調査・研究に
より事業継続のレジリエンシーが向上し、成果が必
要な組織で使われている
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レビューと今後の方向

現状の進捗イメージ

規格理解最新情報把握 標準化成果利用

研究会への期待
・幅広い主体の利益に寄与

・社会的貢献
有るべき姿

専門家の育成

協力・調整

最新情報提供

調査・研究

標準化

指導・支援 研究会の機能

ギャップ

赤：‘０９年度

黄：‘０８年度

現状の姿：

・開発中のＩＳＯ公開情報が
多少発信されている

・他（社）組織情報も少しず
つ共有が出来てきた

・公開されている規格やガ
イドラインの情報共有が進
んでいる

・メンバーの規格・認証制
度に関する知識が向上し
ている
・公開規格の理解が進んだ
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レビューと今後の方向

今後の方向性：

・レジリエンシーの調査研究

・規格改善提案

・組織のレジリエンシー向上
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�規格のレジリエンシー項目の抽出例

・規格フレームワークの実行力
⇒ マネジメントシステム成熟度

・内容の深さ（身に付き度、日常の活用度、多様性、対応力、復旧力）
⇒ レジリエンシー成熟度
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規
格
が
求
め
る
領
域

成熟度変化 のイメージ（例）

レジリエンシー成熟度

マネジメン
トシステム
成熟度

ユーザーが求める領域

Ａ－Ｌｉｎｅ

Ｃ－Ｌｉｎｅ
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ＩＳＯ/ＰＡＳ２２３９９のフレームイメージ

６．３ リスク評価：ＲＡ リスク
の内、マネジメントを必要と
する主なリスク領域を特定

６．３ 事業インパクト分析：
ＢＩＡ 重要な活動の特定と
重要活動の復旧のための
プライオリティを特定する

７．６ 財務・運用管理

１．適用範囲

６．２ 法的要求事項、
その他の要求事項

６．４ハザード、リスク、脅威
の特定

７．実施・運用

７．４ 情報収集及び
コミュニケーション手順
手順及び管理は信頼性、
レジリエンシーに対応する
ことがのぞましい

８ パフォーマンス評価の要素：

８．１ システム評価
８．２ パフォーマンス測定
８．３ テスト・訓練
（要員計画、ＩＭＰ、
コミュニケーション計画、
重要業務の復旧、
対象拠点の図面、
データバックアップ、
法的要求事項）
８．４ 是正処置・予防処置

８．５ 維持（定期見直しA変更管理）
８．６ 内部監査

９．マネジメントレビュー

５．方針

インシデント準備・防止計画

緊急時対応
（インシデントマネジメント計画：ＩＭＰ）

継続対応
（業務継続計画：ＯＣＰ）

復旧対応

ＢＣＰ文書

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ
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ＩＳＯ/ＰＡＳ２２３９９戦略の決定

６．３ リスク評価：ＲＡ リスク
の内、マネジメントを必要と
する主なリスク領域を特定

６．３ 事業インパクト分析：
ＢＩＡ 重要な活動の特定と
重要活動の復旧のための
プライオリティを特定する

７．６ 財務・運用管理

１．適用範囲

６．２ 法的要求事項、
その他の要求事項

６．４ハザード、リスク、脅威
の特定

７．実施・運用

７．４ 情報収集及び
コミュニケーション手順
手順及び管理は信頼性、
レジリエンシーに対応する
ことがのぞましい

８ パフォーマンス評価の要素：

８．１ システム評価
８．２ パフォーマンス測定
８．３ テスト・訓練
（要員計画、ＩＭＰ、
コミュニケーション計画、
重要業務の復旧、
対象拠点の図面、
データバックアップ、
法的要求事項）
８．４ 是正処置・予防処置

８．５ 維持（定期見直しA変更管理）
８．６ 内部監査

９．マネジメントレビュー

５．方針

インシデント準備・防止計画

緊急時対応
（インシデントマネジメント計画：ＩＭＰ）

継続対応
（業務継続計画：ＯＣＰ）

復旧対応

ＢＣＰ文書

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

戦略の決定

ＲＴＯを考慮に入れ、
インシデント予防戦略、
インシデント時のＩＭＰ、
ＯＣＰ、
復旧戦略を決定

業務継続戦略

目標復旧時間：ＲＴＯ

残存リスク

復旧に必要な時間・コスト
・リソース

ＩＭＰの要素：
関係者の機能的役割、責任
権限系統
必要な能力
最低限のリソース ⇒
人命と財産の保護 発動条件 必要な情報の種類、処理、
分析、報告プロセス

ＯＣＰの要素：
インシデント対応ニーズに基づいて発動
重要業務の維持
対応リスク領域の決定
重要業務の決定、復旧優先順位の決定
重要な目標
手順
活動
連絡先
リソース（人、物、金、情報）
サプライチェーン
業務及びサプライチェーンを確保するための戦略
ＲＴＯ内に製品、サービスの提供義務を達成する

復旧マネジメント計画（ＲＭＰ？）の要素：
通常の活動レベルに復帰
復旧対象、手段
復旧にいたる指標、時間、リソース配分
復旧優先順位

ＩＭＰ（Ａｎｎｅｘ Ｂ）の要素：
連絡先情報 役割、責任
バイタルレコード
操作手順

ＯＣＰ（Ａｎｎｅｘ Ｃ）の要素：
対応戦略
発動条件
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�規格のレジリエンシー項目の抽出例

評価スケール

マネジメントシステム成熟度
１．要求事項が定義されていない
２．要求事項が定義されているが実施していない
３．要求事項が定義され、実施している
４．実施され、評価して、見直ししている
５．見直しされ、継続的な改善が認められる

レジリエンシー成熟度
１．成熟度とは関連しない
２．成熟度と関係する
３．成熟度向上がある程度見込める
４．成熟度向上が見込める
５．成熟度向上が大幅に見込める
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理想組織の成熟度 のイメージ（例）

レジリエンシー成熟度

マネジメン
トシステム
成熟度

ユーザーが求める領域

規
格
が
求
め
る
領
域

理想的な状態を推定

数字は規格項番

１ ２ ３ ４ ５

１

２

３

４

５

まえがき

序文

５．１
５．２
５．３
５．６

５．４方針
の構築

５．５方針
の見直し

６．１

～

６．６

６．７．１
一般

６．７．３
対応マネジ
メントプログ
ラム

６．７．４
緊急時対
応マネジメ
ントプログラ
ム

６．７．５
継続マネジ
メントプログ
ラム

６．７．６
復旧マネ
ジメントプ
ログラム

７．１リソー
ス、役割、責
任及び権限

７．２企業
文化へのＩＰ
ＯＣの構築
及び定着

７．３能力、
研修及び意
識向上

７．４コミュ
ニケーション
及び警告

７．５

７．６

８．１シス
テム評価

８．２パ
フォーマンス
測定及び監
視

８．３テスト
及び訓練

８．４是正
処置及び予
防処置

８．５維持

８．６内部
監査及び自
己点検

９．マネジ
メントレ

ビュー

６．３リス
ク評価及
び影響度
評価

１～４

１.適用範囲
２.引用規格
３.用語定義
４.一般

５．１プログラムの確立
５．２プログラムの適用範囲の
定義
５．３マネジメントのリーダー
シップとコミットメント
５．６実施のための組織体制

６．１一般
６．２法的要求事項及
びその他の要求事項
６．４ハザード、リスク、
及び脅威の特定
６．５リスク評価
６．６影響度評価

７．５オペレー
ションの管理体
制
７．６財務及び運
営管理
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計画（Ｐ）

インシデント対応
ＢＣＰ発動
試験・訓練
実行（Ｄ）

レジリエンシー
評価（Ｃ１）

マネジメントシステム
レビュー（Ａ２）

マネジメントシステム
評価（Ｃ２）

レジリエンシー
レビュー（Ａ１）

マネジメントシステムとレジリエンシー

インシデント準備・防止戦略

緊急時対応
（インシデントマネジメント計画：ＩＭＰ）

継続対応
（業務継続計画：ＯＣＰ）

復旧対応

評価指標の開発

システム規格の開発

計画のアウトプット

知見の共有

知見の共有
個別組織の
知見の蓄積

個別組織の
知見の蓄積
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・レジリエンシーの成熟度向上に直接関係する規格項目
⇒ＢＣＰアウトプット文書（ＲＡ・ＢＩＡ・ＢＣＰ戦略、ＩＭＰ、ＯＣＭ）

・レジリエンシーの成熟度向上に間接的に寄与する規格項目
⇒テスト・訓練、システム評価、マネジメントレビュー

・組織のレジリエンシーの知見はＢＣＰアウトプット文書に蓄積される

・組織のマネジメントシステムの知見はシステム文書に蓄積される

・個別組織を超えた共有されるべき知見は何処に蓄積されるのか?
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・レジリエンシー向上のためにアウトプット文書をどのように
評価するか？ 評価基準はどのようなものがあるのか？

⇒（例）戦略の達成度、事前準備完成度、継続手順成熟度、訓練成熟度

・組織を超えた絶対評価軸は存在するのか?

（１）この戦略で事業継続できるのか?

（２）この戦略でＲＴＯは達成できるのか？

（３）この戦略で資金ショートしないのか？

（４）ディスラプションやサプライチェーンとの関連は・・・

（５）組織の戦略目標、ＲＴＯとレジリエンシー向上の考え方は・・・

（６）リスクの種類や地域特性の違い・・・

（７）・・・
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・組織の目的はレジリエンシーの継続的改善

・規格の限界も知っておく、規格とレジリエンシーの調
和を考慮する

・いくつものインシデント事例からの教訓を整理してお
き、知見をいつでも応用できる状態にしておく
⇒ 選択技の多様性がレジリエンシーを向上させる

・その知見を規格にフィードバック、関連組織と共有

まとめ
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組織にとって、本当に役立つ規格はどうあるべきか

一緒に考えてみませんか?
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A Specified Non-Profit Japanese Corporation

Business Continuity Advancement Organization (BCAO)

※ 本資料の文責は研究会にあり、BCAO全体の見解ではありません。

特定非営利活動法人

事業継続推進機構
国内外規格・認証制度研究会

A Specified Non-Profit Japanese Corporation
Business Continuity Advancement Organization (BCAO)


